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　第33回日本ハンドボールリーグが熱戦の火ぶたを切った。第１週は９月６、
７日に神奈川などで男子５試合、女子３試合が行われ、Ｖ４を狙う男子・大同特
殊鋼と女子・オムロンが快勝した一方、北海道での大崎電気－湧永製薬が引き分
けとなるなど熱戦が相次いだ。
　男女とも前回の上位４強が激突した第１週。シーズン開幕戦となった沖縄での
女子・ソニーセミコンダクタ九州－北國銀行は、前半11－９とリードして折り返
したソニーが、後半立ち上がりに北國・宮前の退場をきっかけに４連打で突き放
しにかかるが、北國も10分過ぎからGK田代の好セーブからの速攻などで８点を
連取、21分19－17と形勢を逆転した。終盤は両GKの好守の応酬で加点すること
ができず、結局は堅い守りからの速攻で優位をキープした北國が勝利を握った。
　神奈川のオムロン－広島メイプルレッズは、東濱、佐久川の連続速攻などで開
始２分３－０としたオムロンに対し、広島も菅野のカットイン、植垣の７ｍスロ
ーなどで７分４－４と追いついた。その後、オムロンは洪、東濱のロング、カッ
トインで波に乗り、安齋のカットインなどで反撃する広島に17－12と５点差を
つけて前半終了。オムロンは後半も東濱、城内らで快調に加点、８分過ぎには広
島の連続退場に乗じた吉田の７ｍスローなどでさらに点差を広げた。その後、広
島は土屋、李らで必死に追撃したが、オムロン・GK藤間の好セーブに苦しめら
れて勝機を見出せなかった。
　男子では大同が力強い攻守でトヨタ車体を圧倒した。李のカットイン、末松の
７ｍスローで先行した大同に対し、車体も門山、香川、藤田で４連取して４－２
と逆転成功。その後、一進一退の攻防が続き、13分６－６となったところで大同
が白を投入すると、試合の流れはガラリと一変した。大同は残り13分からの白
の５得点、そしてGK高木の４連続７ｍＴシャットアウトでリズムに乗り、16－
８とリードして前半終了。後半も大同の勢いは止まらず、武田、岸川らで加点。
車体も高智、鶴谷らで粘るが大同の鉄壁のDFを崩せず、32－20と予想外の大差
で大同に軍配が上がった。
　初の札幌開催は2000人をゆうに超える観衆で大盛況。ファンお目当の大崎－
湧永戦はスピードあふれるプレー、気迫のこもったスリリングな攻防に大いにス
タンドが沸いた。前半はポスト武藤を中心とした攻撃が光る湧永に対し、大崎も
エース宮﨑が速攻、ロングで６得点を奪う活躍などで互角の展開。湧永１点リー
ドで迎えた後半も一進一退が続いた。試合が動いたのは９分18－18の場面で、
湧永・武藤の失格に乗じてペースアップした大崎が15分23－19とリード。これ
で大崎が流れをつかんだかに見えたが、湧永も負けじと古家、東らでしぶとく追
撃、残り１分に古家の一打で同点とし、そのままタイムアップとなった。（２ペ
ージに続く）
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開幕戦を勝利で飾った㊤大同特殊鋼・岸川
㊦北國銀行・小野澤

F･kuroda/Team47
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大 崎 電 気

　大崎電気ハンドボールはチーム創部以来、日本リーグ1
回、全日本総合９回、全日本実業団に不滅の10連覇を含
む14回、国民体育大会にも16回の優勝を飾るなど、実業
団チームの“草分け”として常に日本ハンドボール界をリ
ードし、創世記から10年余りは「全日本イコール大崎」
といわれるほどの黄金時代を築きました。創部から47年
が過ぎ、日本リーグチームの中で最も古い歴史を持ちなが
らも、不変のチャレンジ精神で、さらに新しい伝統づくり
に邁進していく決意に変わりありません。
　新キャプテン猪妻、副キャプテン宮﨑と今年度は若手中
心のチーム構成で勝負します。
　また、日本代表へ３名（永島、宮﨑、猪妻）、日本代表

候補に５名（東（ひがし）、内田、酒井、岩永、望月）、中堅、
若手の台頭でバランスのよい布陣が形成され、「走るチー
ム」をベースにしたスピードプレーを展開させてライバル
たちに立ち向かっていきます。
　日本はもちろん、世界の舞台で活躍できるチーム作りが
目標です。ファンの皆様に大きな感動を持ち帰っていただ
けるよう、
躍動感あふ
れるハンド
ボールをお
見せします
ので、絶大
なる応援を
宜しくお願
いします。

若手中心のチーム編成で勝負！

　そのほかの４試合も開幕戦にふさわしい好ゲームとなった。沖縄デビューで注目の琉球コラソ
ンはトヨタ自動車に挑戦。内山の記念すべき得点で先制した琉球は、サイドを中心にスピードあ
る攻撃と積極的なDFで自動車のミスを誘い、19分13－11と先行。しかし、自動車もGK稲本が
好セーブを連発して立て直しを図り、一進一退となった後半もジリジリと追い上げた。疲れの見
えた琉球は24分45秒、自動車の先行を許してから再逆転することはできず、ホーム開幕初勝利
には至らなかった。
　北海道の北陸電力－豊田合成は、山原の連続得点などで前半17－15で折り返した北電が、後
半もパワープレーチャンスを活かして15分25－21とリード。その後も杉山、前田を中心とした
攻撃で中村らで粘る合成の反撃を退けた。三重のHonda－トヨタ紡織九州は、後半開始20秒、
Honda・野島のカットインで同点に追いつかれた紡織だったが、その後は果敢な３－２－１DF
でHondaのミスを誘い、村上秀、村上直らの活躍でを20分過ぎには７点リードを奪った。
Hondaも終盤に入って柳本、竹田らで２点差まで急追して会場を沸かせたが一歩及ばなかった。
　女子は、HC名古屋に前半１点リードを許した三重バイオレットアイリスが、後半に入って桂
のポスト、伊藤のロング、伏見の７ｍスローで３点連取して逆転すると、その後も横川らで着実
に加点、エース佐藤のシュートなどで食い下がる名古屋を突き放した。
　次週も埼玉などで８試合が組まれ、順当に白星発進した大同は紡織、オムロンは名古屋の挑戦
を受ける。開幕戦を引き分けた大崎は琉球、湧永も北電相手に初勝利が濃厚だ。初戦を落とした
合成、女子・広島もホームの利を活かして勝機を見出したいところだ。

好ゲーム続出！　琉球は地元デビュー飾れずF･kuroda/Team47

地元でデビュー戦に臨んだ琉球コラソン・高田
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女　子●ソニー、北國が「打倒オムロン」に闘志

広島メイプルレッズ

　1994年にイズミ女子ハンドボール部として発足以来、
選手、監督として文字通り陣頭指揮を執り、輝かしい成績
を残してくれた林五卿さんがソウル市庁チームの監督とし
て韓国へ帰りました。代わって、男子日本リーグの中村荷
役でフローターとして活躍した呉龍基氏を監督として迎
え、再出発となった広島メイプルレッズです。
　ここ数年優勝から遠ざかり、悔しい思いを抱えています
が、呉龍基監督が目指すハンドボールを、選手はどんどん
吸収してきています。一つ一つのプレーを大切にし、どん
なボールをも無駄にしない執着心を持って、試合に挑んで
もらいたいと思っています。チームの目標はなんとしても
王座奪還！　選手、スタッフ一丸となってこのシーズンに

挑みます。
　新しく主将になっ
た大前選手の速攻、植
垣選手のロングシュー
ト、菅野選手のカット
イン、今期加わった李
選手のプレーも見所の
一つです。
　多くの企業、サポー
ターに支えられている
ＮＰＯ法人ですが、地
域に愛されるチームと
して、これからも成長
を続けて行きたいと思
います。

地域に愛されながら成長を

　　　選手・役員登録情報
〈男　子〉
◇トヨタ車体
役員　 コーチ　 小沢 勝利
◇豊田合成
26　田形 勇太　1989.07.26　182 ㎝ 112 ㎏
　右　春日丘高
登録抹消　No.20　河島 槙吾
◇トヨタ自動車
役員　トレーナー　　 幕田　純
◇琉球コラソン
役員　主務　　比嘉　勉
〈女　子〉
◇三重バイオレットアイリス
１ 浅井 友可里　1979.10.04　177 ㎝ 65 ㎏
　右　小津中→四天王寺高→立山アルミ
→広島メイプルレッズ→storhamar（ノル
ウェー）→UDSV（オランダ）
　※いずれも開幕から出場可能



1 宮 﨑 大 輔 （ 大 崎 電 気 ） 11 点 （1試合） 1 李 キョンミン （メイプルレッズ） 8 点 （1試合）

2 中 畠 嘉 之 （トヨタ紡織九州） 9 点 （1試合） 1 上 町 史 織 （ 北 國 銀 行 ） 8 点 （1試合）

3 大 橋 隆 之 （ 豊 田 合 成 ） 8 点 （1試合） 3 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 7 点 （1試合）

3 杉 山 卓 也 （ 北 陸 電 力 ） 8 点 （1試合） 4 工 藤 麻 衣 （ ソ ニ ー ） 6 点 （1試合）

3 光 増 由 矢 （トヨタ自動車） 8 点 （1試合） 4 秋山 美寿々 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 6 点 （1試合）

3 村 山 裕 次 （琉球コラソン） 8 点 （1試合） 4 佐藤 由紀恵 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 6 点 （1試合）

7 倉 田 正 洋 （トヨタ自動車） 7 点 （1試合） 4 洪 廷 昊 （ オ ム ロ ン ） 6 点 （1試合）

7 柳 本 義 文 （ Honda ） 7 点 （1試合） 8 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 5 点 （1試合）

7 末 松 誠 （大同特殊鋼） 7 点 （1試合） 8 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 5 点 （1試合）

7 東 慶 一 （ 湧 永 製 薬 ） 7 点 （1試合） 8 樋 口 真 央 （ ソ ニ ー ） 5 点 （1試合）

7 山 口 恭 裕 （トヨタ自動車） 7 点 （1試合） 8 伏見 麻美子 （バイオレットアイリス） 5 点 （1試合）

12 前 田 亮 介 （ 北 陸 電 力 ） 6 点 （1試合） 8 伊藤 亜衣美 （バイオレットアイリス） 5 点 （1試合）

12 田 場 裕 也 （琉球コラソン） 6 点 （1試合） 8 東 濱 裕 子 （ オ ム ロ ン ） 5 点 （1試合）

14 武 藤 剛 （ 湧 永 製 薬 ） 5 点 （1試合） 14 横 川 恵 子 （バイオレットアイリス） 4 点 （1試合）

14 高 田 匠 （琉球コラソン） 5 点 （1試合） 14 桂 裕 美 子 （バイオレットアイリス） 4 点 （1試合）

14 竹 田 寛 明 （ Honda ） 5 点 （1試合） 14 吉 田 祥 子 （ オ ム ロ ン ） 4 点 （1試合）

14 藤 田 聖 史 （トヨタ車体） 5 点 （1試合） 14 菅 野 喜 恵 （メイプルレッズ） 4 点 （1試合）

14 中 村 晃 己 （ 豊 田 合 成 ） 5 点 （1試合） 14 郭 惠 靜 （ ソ ニ ー ） 4 点 （1試合）

14 白 元 喆 （大同特殊鋼） 5 点 （1試合）

14 多和田 裕介 （トヨタ自動車） 5 点 （1試合）

14 海 道 衛 秀 （トヨタ紡織九州） 5 点 （1試合）

14 鶴 見 拓 （ Honda ） 5 点 （1試合）

14 今 村 彰 伸 （ 豊 田 合 成 ） 5 点 （1試合）

14 門 山 哲 也 （トヨタ車体） 5 点 （1試合）

14 神 田 友 和 （ 北 陸 電 力 ） 5 点 （1試合）

1 宮 﨑 大 輔 （ 大 崎 電 気 ） 11 点 （1試合） 1 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 7 点 （1試合）

2 中 畠 嘉 之 （トヨタ紡織九州） 9 点 （1試合） 2 工 藤 麻 衣 （ ソ ニ ー ） 6 点 （1試合）

3 杉 山 卓 也 （ 北 陸 電 力 ） 8 点 （1試合） 2 秋山 美寿々 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 6 点 （1試合）

3 光 増 由 矢 （トヨタ自動車） 8 点 （1試合） 2 佐藤 由紀恵 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 6 点 （1試合）

5 倉 田 正 洋 （トヨタ自動車） 7 点 （1試合） 2 洪 廷 昊 （ オ ム ロ ン ） 6 点 （1試合）

5 柳 本 義 文 （ Honda ） 7 点 （1試合） 2 李 キョンミン （メイプルレッズ） 6 点 （1試合）

5 村 山 裕 次 （琉球コラソン） 7 点 （1試合） 7 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 5 点 （1試合）

8 大 橋 隆 之 （ 豊 田 合 成 ） 6 点 （1試合） 7 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 5 点 （1試合）

8 前 田 亮 介 （ 北 陸 電 力 ） 6 点 （1試合） 7 伊藤 亜衣美 （バイオレットアイリス） 5 点 （1試合）

8 山 口 恭 裕 （トヨタ自動車） 6 点 （1試合） 7 東 濱 裕 子 （ オ ム ロ ン ） 5 点 （1試合）

1 倉 田 正 洋 （トヨタ自動車） 7点/ 7射 1.000 1 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 5点/ 5射 1.000
2 杉 山 卓 也 （ 北 陸 電 力 ） 8点/ 10射 0.800 2 工 藤 麻 衣 （ ソ ニ ー ） 6点/ 7射 0.857
3 柳 本 義 文 （ Honda ） 7点/ 9射 0.778 3 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 5点/ 6射 0.833
4 大 橋 隆 之 （ 豊 田 合 成 ） 6点/ 8射 0.750 4 秋山 美寿々 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 6点/ 8射 0.750
5 光 増 由 矢 （トヨタ自動車） 8点/ 11射 0.727 5 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 7点/ 10射 0.700

1 東 慶 一 （ 湧 永 製 薬 ） 4 点 （1試合） 1 上 町 史 織 （ 北 國 銀 行 ） 5 点 （1試合）

2 渡久山 慶一 （ 豊 田 合 成 ） 3 点 （1試合） 2 吉 田 祥 子 （ オ ム ロ ン ） 4 点 （1試合）

3 末 松 誠 （大同特殊鋼） 2 点 （1試合） 2 伏見 麻美子 （バイオレットアイリス） 4 点 （1試合）

3 大 橋 隆 之 （ 豊 田 合 成 ） 2 点 （1試合） 4 樋 口 真 央 （ ソ ニ ー ） 3 点 （1試合）

3 香 川 将 之 （トヨタ車体） 2 点 （1試合） 5 植 垣 暁 恵 （メイプルレッズ） 2 点 （1試合）

5 李 キョンミン （メイプルレッズ） 2 点 （1試合）

1 高 木 尚 （大同特殊鋼） 4本/ 4射 1.000 1 森 田 由 美 （バイオレットアイリス） 1本/ 1射 1.000
1 兼 浦 裕 也 （ Honda ） 1本/ 1射 1.000 2 徳 永 悦 代 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 1本/ 2射 0.500
1 藤 堂 聖 二 （ 豊 田 合 成 ） 1本/ 1射 1.000 3 田代 ひろみ （ 北 國 銀 行 ） 1本/ 3射 0.333
4 松 野 雅 崇 （トヨタ紡織九州） 1本/ 2射 0.500 4 近 藤 澄 江 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 1本/ 4射 0.250
4 石 田 孝 一 （琉球コラソン） 1本/ 2射 0.500

男女個人賞レース  第１週終了
《男子》 《女子》

７ｍスロー阻止率賞（７ｍスローを受けた数が、チームの試合数以上のＧＫが対象）

７ｍスロー得点賞

シュート率賞  (フィールド得点ベスト10を対象)

得点王

フィールド得点賞
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順
位 男　子

試
合
数

勝

数

引
分
数

敗

数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

32

○

20

35

○

32

28

○

25

29

○

27

27

△

27

27

△

27

27

●

29

32

●

35

25

●

28

20

●

32

1

110 ト ヨ タ 車 体

Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ9

29 27

271 0 1 27

27

28 25 3

0 2 35 32

12

1

1

0

1 1 0 3

1 21 0

0 2

01

1

1 1 0

2

1 0

1 0

0 1 0 1

4

琉 球 コ ラ ソ ン

5

7

8

豊 田 合 成

大 崎 電 気

北 陸 電 力

5 湧 永 製 薬

1

2

3 ト ヨ タ 紡 織 九 州

ト ヨ タ 自 動 車

大 同 特 殊 鋼

-3

29 -2

2

27 0

0 0 1 0 25 28

32 35

トヨタ
車　体

0

0 0 1 0 27

第 33 回 日 本 ハ ン ド ボ ー ル リ ー グ 成 績 表　　　第１週終了　　9月7日

大　同
特殊鋼

ト ヨ タ
自 動 車

ト ヨ タ
紡織九州

北陸電力 湧永製薬 大崎電気 豊田合成
琉　 球
コラソン

Ｈonda

32 20

-3

0 0 1 0 20 32 -12

0 0 1 0

順
位 女　子

試
合
数

勝

数

引
分
数

敗

数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

31

○

22

26

○

19

23

○

21

21

●

23

19

●

26

22

●

31

2 23 21 2

9

1 1 0 0 2 26 19 7

31

1 0

1 0Ｈ Ｃ 名 古 屋

22

1 1 0 0

0 2

　

06 広島ﾒ ｲﾌ ﾟﾙﾚｯ ｽ ﾞ 1 0

0 1 0 21 23 -2

22 31 -90 1

ｿﾆｰｾﾐｺﾝ
ﾀﾞｸﾀ九州

ＨＣ名古屋
広島ﾒｲﾌﾟﾙ

ﾚｯｽﾞ
オムロン

三重ﾊﾞｲｵ
ﾚｯﾄｱｲﾘｽ

北國銀行

1

2

3

0

三重ﾊﾞｲｵﾚｯﾄｱｲﾘｽ

北 國 銀 行

1 1オ ム ロ ン

-7

4

5 0 19 260 1

ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ九州

※この星取り表は、シーズン途中は試合数に関係なく、仮の順位で並び替えてあります。

　同勝点の場合は、１.対戦間勝点　２.対戦間得失点差　３.総得失点差　４.総得点　の多い順で順位付けしています。
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